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た 1-5) PNIPA水溶液は 体温近辺に相境界温度を持つ下限臨界共溶温度 (LCST)型の
相挙動を示すと考えられており 6) 室温近辺で実験が行えることから この系を研究対象
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図3.直鎖PNIPA水溶液の曇点曲線
図2にR10(・)， R19 (0)の曇点の重量分率ωに対するプロットを示す. これまでの研
究と同様，自作の透過率測定装置を用い，溶液温度を約1.50Cjhの速さで昇温し可視光(波
長650nm)の透過率が90%となる温度を曇点とした比較のため， AIBNを開始剤として
お付ーブ、タノール中で合成したT試料T5(Mw = 5.2 x 104，企)， T13 (Mw = 13.1 x 104，ム)， 
ならびにベンゼン中で合成したB試料B5(Mw = 4.7 x 104， ~)， B14 (Mw = 14.4 x 104， 
マ)の以前の結果 2)も示した.さらに，石曾根-伊藤 7，8)のリビングアニオン重合法を用
いて合成した直鎖PNIPA(L)試料LO.6(Mw = 5.5 x 103)， L1 (Mw = 9.0 X 103)， L2 
























図4に試料RI0，T5， B5， L 7の水溶液の曇点近傍における示差走査熱量‘j則定 (DSC)の結
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図4.DSCの結果例
-21ー
38 36 34 
T(OC) 




































2) T. Kawag吋lI， Y. Kojima， M. Osa， and T. Yoshizaki， Polymer J.， 40， 455 (2008). 





4) K. Kobayashi， S.Yamada， K. Nagaoka， T. Kawaguchi， M. Osa， and T. Yoshizaki， Polymer J.， 41， 
416 (2009). 
5) T. Kawag吋lI， K. Kobayashi， M. Osa， and T. Yoshizaki，よ PIゅ• Chem. B， 113， 5440 (2009). 
6) H. G. Schild， Prog. Polym. Sci.， 17， 163 (1992). 
7) T. Ishizone and M. Ito，よ Polym.Sci.， Polym. Chem. Ed.， 40， 4328 (2002). 
8め)M. Ito and T. Is油hi吐由zon凧 Designed M orηZωomers α nd Polymer.悶Sム， 7， 11 (2004); よ Pol句ym仇• Sci.， Polym. 
Chem. Ed.， 44，4832 (2006). 
-22- 化繊講演集第67集
